
2021年 2月 14日 

福岡東南ロータリークラブ 

ネパール新型コロナウイルス対策支援（中間報告） 

１． 概要 

 ネパール連邦民主共和国マディアプール・シミ市の新型コロナウイルス対策

を支援するため、マディアプール・シミ市からの強い要請を受け、マディアプー

ル・ロータリークラブが主導し、同市立「ネパール韓国友好病院」に人工呼吸

器２器その他の医療機器を寄贈するもの。 

 本事業は国際ロータリーのグローバル補助金事業（総額 40,000米ドル）であ

り、福岡東南ロータリークラブからの寄付金 8,090米ドル、現地市役所からの

寄付金 11,910 米ドル、3292 地区財団活動資金（DDF）5,000 米ドル、国際

財団活動資金（WF）からの上乗せ 15,000米ドル。2020年 7月 14日承認。 

 福岡東南 RC の供出分 8,090 米ドル（878,461 円）はクラブ有志の募金であ

る。 

２． 事業進捗状況 

 人工呼吸器及び付属機器（コンプレッサー等）２式を調達、既に寄贈。合わせ

て台湾の RCから託された車椅子４式も寄贈。 

 10,960 米ドルが未執行であり、現地の状況に合わせて何か最適であるかな

どについて現地側関係者と協議中。救急車等にも搭載できる携帯型人工呼

吸器などを検討中。 

３． 寄贈式 

 2021年 1月 19日に寄贈式が開催された。出席者は次のとおり： 

- 国際ロータリー3292地区 ラマ・カンデル 副ガバナー 

- マディアプール・シミ市マダン・スンダル・シュレスタ市長 

- 同市アンジャナ・デヴィ・マディカルミ副市長 

- マディアプール・ロータリークラブ ジャガット・クリシュナ・プラジャパティ

会長 

- 同クラブ創設会長スレンドラ・プラジャパティ氏 

- マディアプール市立ネパール韓国友好病院グイヤン・カヤスタ院長 



 福岡からはリモートで福岡東南ロータリークラブ 長谷川裕一会長が参加、

「両国は遠く離れているが、新型コロナウイルスという共通の禍に打ち勝つべ

く、心を一つにして共に闘いましょう」と述べた。 

 マディアプール・シミ市長からは、「このような困難な時に人工呼吸器を寄贈

いただき感謝します、大いに活用させて頂きます」という謝意の表明があった。 
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５． 清算 

 残事業実施後、締め切り 2021年 7月 22日までに清算。 


